
PTFEは他のプラスチック系材料と比較して、耐熱性、耐
薬品性、絶縁性、非粘着性や低摩擦性などの様 な々特性を
有している。その応用範囲は半導体装置や化学プラント分
野、自動車、OA機器から家庭用品といった各分野で幅広く
用いられている。

一方で、PTFEは耐摩耗性や耐クリープ特性に関しては
十分な性能を持たないため、軸受けのような摺動部品に利
用する際には自身が激しく損傷したり、荷重がかかる部分で
の利用では変形が大きいという問題がある。そこでPTFEに
異材料である充填材を混ぜることでこれらの問題点を改善
することができる。

本報では、代表的な充填材についてその種類や特長、用
途などを説明していく。

　2. 特長　

２-1）改善できる特性
　充填材を添加することで改質できる特性として、耐摩耗性
や耐クリープ性、熱伝導率、熱膨張係数などが挙げられる。
純PTFEと比較して、耐摩耗性は最高約1000倍、耐クリー
プ性は約２倍、熱伝導率は最高２倍に増加といった効果が
ある。どの特性を改質するかによって適切な充填材を選択す
る必要がある。

２-2）充填材の種類
　充填材としては、グラスファイバー、グラファイト、二硫化モ
リブデン、ブロンズなどの無機充填材が一般的である。また、
有機系の充填材も用いられている。
　各充填材入りPTFEについて、その特長を述べる。
　○無機系充填材
　・グラスファイバー：
　　 化学的、電気的性質にはほとんど影響を及ぼさない。

純PTFEと比較して圧縮クリープ抵抗が約2倍、耐摩
耗性が約1000倍改善されるため、耐摩耗性の向上に
は最適。また白色であるため、利用しやすい。ただし、
軸受けとして使用した場合、相手シャフトを破損してしま
う恐れがある。

・グラファイト：
　 耐クリープ性を向上させ、初期摩耗、始動抵抗を小さく

する。熱伝導性、耐薬品性も良好である。相手材を摩
耗させづらいため、耐摩耗性は劣るが経済性に優れる。

・カーボンファイバー：
　 圧縮強度、クリープ特性、耐摩耗性に優れ、200℃以上

の高温領域で大幅に改善する。また、水中での摺動特
性が優れており耐薬品性も良好であるので、酸・アルカリ
などの低潤滑性流体においても優れた摺動特性を保
つ。

・二硫化モリブデン：
　 耐クリープ性、潤滑性が向上する。電気絶縁性を損な

うことがないため、電気的用途に用いられる。ただし、
単独で充填材として用いられることはほとんどなく、グラ
スファイバーやブロンズとともに使用される。

　1. はじめに

Table1　充填材の種類と特長３）
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・ブロンズ：
　 耐摩耗性・圧縮強さ・耐クリープ性・硬さ・寸法安定性

が著しく改良される。摺動面に油を保持しやすいことや
油潤滑下において耐摩耗性が優れており、油潤滑用
途にも用いられる。ただし、電気的・化学的用途に不向
きである点は注意する必要がある。

○有機系充填材
・ポリイミド系樹脂：
　 摩擦係数が低く、カーボンやグラファイトでは傷つけてし

まう軟質金属可動部材を相手材として接触する場合に
有効である。

・ポリフェニレンサルファイド樹脂：
　 耐クリープ性、寸法安定性を付与する。
・芳香族ポリエステル系樹脂：
　 圧縮・曲げなどの機械的特性を改良し、安定した摺動

特性を付与する。

このように充填材には様 な々種類があるが、荷重、摺動速
度、寿命、摩擦環境、相手材、線膨脹、耐食性、電気的
性質などの使用条件から、適切な充填材を選定する必要が
ある。

また、純PTFEは白色であるが充填材を添加することで外
観が黒色や黒褐色などに着色されるものもあるので、使用す
る箇所や用途によっては考慮すべき点である。

　3. おわりに 

PTFEは優れた化学的特性を持っており、すべりや粘着
性も優れているため、軸受けや摺動部品として用いるのに適
している。更に充填材を添加することで摩擦特性やクリープ
性が向上し、機械的用途に適したものとなる。

充填材の種類によって改善される特性が変わってくるた
め、材料選定する上での一助になれば幸いである。
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